
薬食 発 第 0 7 2 5 0 0 7 号

平成 1 7 年 7 月 2 5 日

各都道府県知事 殿

厚生労働省医薬食品局長

薬事法第 43条 第 1項 の規定に基
づき検定を要するものとして

厚生労働大臣の指定する医薬品等 (昭
和 38年 厚生省告示第 2

7 9号 )の
一部改正について (通知)

平成 17年 7月 25日 厚生労働省告
示第 349号 により、薬事法第

43条 第 1項 の

規定に基づき検定を要するも
のとして厚生労働大臣の指定する医薬品等 (昭

和 38年

厚生省告示第 279号 )が 別添
のとお リ

ー部改正 されたので、下記の改正要旨等
につ

いて御了知の上、貴管下関係業者等に対す
る周知徹底及び指導に遺憾なきよう格

段の

御配慮を煩わしたい。

適用時期

平成 17年 7月 25日

改正要旨

検定を受ける
べき医薬品として新たに乾燥弱毒生麻

しん風 しん混合ワクチンを

指定し、その検定手数料、試験品
の数量等を定めたこと。

記



( 別 添 )

①
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号

栗
事
法

（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項
、
薬
事
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第

十

一
号
）
第

五
十
人
条
及
び
第
六
十
条
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第

一
号
）
第
百
九
十
九

条
第

一
項

の
規
定

に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
四
十
二
条
第

一
項

の
規
定

に
基
づ
き
検
定
を
要
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣

の
指
定
す

る
医
薬
品
等

（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第

二
百
七
十
九
号
）

の

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成

十
七
年
七
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

１
の
生
物
学
的
製
剤

の
表
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ

ン
の
項
の
次

に
次

の
よ
う
に
加

ス

０

。部
滞

割

珊

岸

謝

ぼ

き
コ

ぼ
き

前

め

Ч

ヽ
球

く

■
酎
輝
藤

抑

飛
輝
慕

部
滞
割
珊
鮮
コ

ぼ
さ
も
、
淋

く
沖
α
部
浦
割
珊
鮮
討

げ

き
鴎
ヽ
淋
く
③
弾

母
酎
輝
需
③
＝
澤
撃
沖
窃
訓
即
酌
⑤
澤

脚

畔
器
コ
斗

が
ｏ

ド

ふ
岸
Ｐ

、
ｏ
ｏ
□

う
じ
泄

ヨロ
寓
も

備

泌
瑚
蜘
功
爵
洋
泄
型

併

再
話

脈
＋

が
蜘
ぬ
け
が
併

岸
∞
〇
＞



２
の
生
物
学
的
製
剤

の
項
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ

ン

（最
終
段
階
）

の
目
の
次
に

次
の
二
目
を
加
え
る
。

部
浦
盟
珊
岸
罰

ぼ
き
コ

ぼ
き
調
め

幻
、
革
く

（
母
副
輝
藤
）

鮮
ざ
報
さ
泄
型
脚
器
③
郎
浦
釧
珊
鮮
コ

ｃ
き
幻
、
球
く
③
沸
①
押
ω
沖
α
部
浦
割
珊
鮮
罰

ｃ
き

幻
、
準
く
③
沸
③

∞
あ
再
湖
討
キ

が
訓
翻
軒

寓
片
ぶ
伊
Ｓ

併
キ

い
ｏ

部
浦
割
珊
勝
罰

ぼ
き
コ

ぼ
き
前
じ

幻
、
淋
く

（却
茶
輝
藤
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鮮
ざ
報
さ
泄
注
脳
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③
郎
浦
割
酬
伴
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ぼ
さ
コ

げ
き
調
め

Ｗ
、
革
く
③
沸
③
ダ
伽

Ｇ
ｈ
Ｒ

畔
寄

〈
。
）
再
湖
討
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が
訓
即
軒

再
片
ぶ
伊
③

併
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が
ｏ


